
 

 

山口県における人口変動及び医療・高齢者福祉施設の整備状況 

－島嶼地域における医療・高齢者福祉施設の整備計画論 その 1－ 
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１．はじめに 

島嶼地域に関して、1953 年に時限法である離島振興法

が制定され、その後 2002 年「離島振興法の一部を改正す

る法律」の成立により 10 年間の延長が認められた。元来 

島嶼地域の後進性に着目し，経済発展上の障害を取り除

こうとするネガティブな視点から捉えられてきた離島振

興は，近年役割を明確化し、本土との差異を「価値ある

地域差」としてポジティブに捉えなおそうと転換が図ら

れている。しかし，多くの島嶼地域では、若年層の流出

を中心とする過疎化が深刻であり，今後さらに少子高齢

化が進行すると予測されている。また、厚生労働省は団

塊世代が 75 歳以上となる 2025 年を目途に、住み慣れた

地域で最期まで住み続けることができるよう住まい・医

療・福祉・予防・生活支援が一体的に提供される「地域

包括ケアシステム」の構築を推進している。しかし、地

域包括ケアシステムは地域の置かれた状況や社会資源に

大きく依存するため、特に保健医療福祉サービス等の社

会資源が不足する島嶼地域にあっては，社会資源の整備

に関する地域間格差の是正に向けた取り組みが重要課題

として位置づけられる。 

 既往研究では高齢者福祉施設整備に関し、建築･都市計

画分野を中心に施設の整備実態の把握、整備水準の評価、

最適配置計画の検討･提案等を行った研究 1-4)や、需要の特

性を明らかにした研究成果 5)等はあるが、島嶼地域を対象

に高齢者福祉施設の整備水準を検討した研究は少ない。 

 以上より、本研究では山口県の島嶼地域を対象に医

療・高齢者福祉施設の整備状況を明らかにし、今後の島

嶼地域での施設整備を進める際の基礎的知見を得ること

を目的とする。 

 

２．研究方法 

 WEB サイト：国勢調査/離島経済新聞より、日本の有人

離島の面積、人口、連絡橋の有無等に関するデータベー

スを作成し、面積と人口の関係性を把握した。また、WEB

サイト:介護サービス情報公表システムより、地域包括支

援センターや医療施設、高齢者福祉施設の情報を収集し、

山口県内の島嶼地域における医療福祉施設の整備状況を

把握した。 

３．島嶼地域における面積と人口の関係 

地方別有人離島数を図 1 に示す。有人離島は九州・沖

縄地方で 199 島と最も多く、次いで中四国地方で 89 島と

多く、2 地方で約 8 割を占める。また、その多くが瀬戸内

海と長崎周辺に位置している。次に、面積及び 2010 年人

口の関係を図 2 に示す。1ｋ㎡以内で人口 100 人未満の島

が多く、九州・沖縄地方を中心に人口の少ない島嶼地域

が多い。また、全体的に面積が大きくなると人口も増加

しており、相関関係にある。 

 

４．山口県内の島嶼地域における人口変動 

4.1 農業地域類型別人口変動 

農業地域類型区分注１）を図 3、農業地域類型区分別人口

変動を図 4、島嶼地域の人口及び県全体に対する島嶼地域

の人口割合の変動を図 5に示す。人口は全体的に減少傾 

 

 

図 1 日本の有人離島の分布と地方別有人離島数 
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図 2 地方別島の面積及び 2010年人口の関係 

 

地域名 島数
都市的地域 12
平地農業地域 6
中間農業地域 13
計 31

 

図 3 農業地域類型の類型区分と島嶼地域の地域分布 
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図 4 農業地域類型区分別の人口変動 

 

向にあり、都市的・平地農業地域で最も多く、次いで中

間農業地域、山間農業地域で多い。島嶼地域の人口は最

も少なく、1 年間で約 500 人ずつ減少している。また、島

嶼地域の割合が減少していることから、県全体の人口減

少より島嶼地域の人口減少の方が大きいことが分かる。 

4.2 人口変動からみた島嶼地域特性 

人口増減率からみた地域特性を把握するため、10 年ご

との人口増減率を指標にクラスター分析による類型化を

行った。その結果を表 1、分布を図 6 に示す。低減少率型

は最も減少率が低いタイプであり 13 島が属す。一方、

年々減少率が上昇しているため、今後人口減少が大きく 
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図 5 島嶼地域の人口及び県全体に対する島嶼地域の人口

割合の変動 

 

表 1 人口増減率からみた地域分類結果 

低減少率型(13) -0.168 -0.171 -0.174 -0.190 -0.191
1970～1990年低減少率型(2) -0.250 -0.094 -0.003 -0.194 -0.409

高減少率型(10) -0.306 -0.329 -0.287 -0.314 -0.304
最高減少率型(5) -0.439 -0.408 -0.386 -0.323 -0.445

2000～2010年高減少率型(1) -0.592 -0.425 -0.130 -0.300 -0.857
平均 -0.275 -0.226 -0.234 -0.255 -0.299

注）（）内の数字は島の数

タイプ名
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1980

1980～
1990
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2000

2000～
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図 6 地域分類別島の分布 

 

進むことが予測される。比較的島の面積が大きく、連絡

橋の有る島が多い。1970～1990 年低減少率型は減少率が

比較的低く、1970～1990 年に減少率が最小のタイプであ

り、青海島と蓋井島の 2 島が属す。青海島は島の面積が

大きく本土との連絡橋があり、蓋井島は人口が少ない島

である。高減少率型は減少率が比較的高いタイプであり、

10 島が属す。比較的島の面積が小さく、連絡橋の無い島

が多い。最高減少率型は減少率が最も高いタイプであり、

5 島が属す。全体的に減少率の変化がほとんどないため、

今後も大きく人口減少が進むと予測される。2000～2010

年高減少率型は 1960～1990 年の減少率は年々下降してい

るが 1990 年からは徐々に減少率が上昇し、2000～2010 年

の減少率が最も高いタイプである。櫃島のみが属する特

殊なタイプであり、面積が小さく連絡橋が無い点や元々

人口が少なかった点が要因として考えられる。 
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図 7 医療施設数の分布 

 

以上より、島嶼地域の人口変動は 1960 年の人口規模や

連絡橋の有無が大きく影響しているといえる。 

 

５．山口県の島嶼地域における医療福祉施設の整備状況 

5.1 医療施設の整備状況 

 本章以降、島の面積及び人口と医療福祉施設との関係

を分析するため、山口県内の島嶼地域の面積及び人口の

関係の分布図を使用する。医療施設数の分布を図 7 に示

す注２）。病院は 100ｋ㎡以上である屋代島 1 島のみ整備さ

れている。診療所は大半が人口 100 人以上の島に整備さ

れているが、連絡橋が有る島の中には 1000ｋ㎡以上でも

整備されていない島も見られる。これは本土の医療施設

の利用が想定されているためと考えられる。一方、人口

が 100 人未満の島でも連絡橋がない島で診療所の整備が

見られる。また、施設がある島嶼地域でも診療所１か所

のみが大半であるが、10,000 人以上の島嶼地域では 10 ヶ

所以上と多い。以上より、病院は面積、診療所は人口、

連絡橋の有無に大きく影響していることが分かる。 

5.2 高齢者福祉施設の整備状況 

 訪問介護、通所介護、特別養護老人ホームの施設数の

分布を図 8、9、10 に示す。訪問介護施設と特別養護老人

ホームは人口が 1,000 人以上で連絡橋がある 3 島に分布

する。通所介護施設は整備された島嶼地域数が最も多く、

人口が 1,000 人以下の島でも整備された島嶼地域もみら

れる。また、人口が 10,000 人以上の 2 島では 10 ヶ所以

上整備されている。一方、連絡橋が有る場合、人口が

1,000 人程度でも整備されていない島嶼地域もみられる。

以上より、高齢者福祉施設は 1,000 人以上の島で主に整

備され、連絡橋の有無も影響している。 

5.3 医療福祉施設整備状況からみた島嶼地域特性 

 各島嶼地域の医療福祉施設整備状況を把握するため、

各医療福祉施設の有無を指標としたクラスター分析によ

る類型化を行った。島別医療福祉施設数を表 2、結果を表 
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図 8 訪問介護施設数の分布 
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図 9 通所介護施設数の分布 
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図 10 特別養護老人ホーム数の分布 

 

3、タイプ別島の分布を図 11 に示す。未整備型は医療福
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        表 2 島別医療福祉施設数 

 

 

図 11 類型別島の分布 

 

所介護施設のみの b、両方整備された c に分かれる。この

タイプは島の面積が比較的小さく、人口が 1,000 人以上

で、連絡橋が無い島が多い。施設充実型は大半の医療福

祉施設が整備されたタイプで、3 島が属し、施設の少ない

順に a,b,c とする。このタイプは島の面積が大きく、人

口は 15,000 人以上で、全ての島に連絡橋が有る。また、

面積や人口規模が大きいと施設数も多い傾向にある。 

以上より、島の面積や人口規模と施設整備状況は大き

く関係していることが分かる。山口県は人口 1,000 人未

満の小規模な島が多く、31 島の内 15 島で施設が整備され

ていない現状にあり、医療福祉施設が充実している島は

わずかに 3島のみである。 

 

６．まとめ 

本報では、山口県内の島嶼地域の医療福祉施設の整備 

         表 3 施設の整備状況類型結果 

有 無
a 1.8 212 4 9 13
b 0.6 31 0 2 2
a 4.1 333 1 5 6
b 7.0 692 1 1 2
c 8.8 746 1 4 5
a 13.6 1,752 1 0 1
b 9.8 28,899 1 0 1
c 128.3 18,589 1 0 1

8.4 1,909 10 21 31県全体

通所介護施設・
診療所整備型

施設充実型

未整備型

面積（ｋ㎡）
平均

人口（人）
平均

橋 島数
合計

注）人口：2010年のもの

タイプ名

 

 

状況を明らかにした。得られた知見は以

下の通りである。 

１）島嶼地域における人口の減少率は高 

く、低い島嶼地域でも 10 年間で 2 割近

く、高い島嶼地域では 5 割近くの人口

が減少している。島で減少率に差が見

られたが、1960 年の人口規模や連絡橋

の有無が大きく影響していると考えられる。 

２）医療・高齢者福祉施設の整備状況を指標にパターン

分類を行い、未整備型、通所介護施設・診療所整備型、

施設充実型の大きく 3 タイプに分かれた。人口規模が

大きく影響しており、1,000 人以上で通所介護施設又は

診療所が整備され、15,000 人以上で様々な医療福祉施

設が整備される傾向にあることが明らかになった。一

方、山口県では未整備型が 31 島中 15 島と半数以上を

占める。 

 

注 

注 1）農業地域類型区分は 4 タイプであるが、島嶼地域の人口変動

の特徴を把握するため、4 タイプから島嶼地域に属する人口を除

外し、島嶼地域の区分を追加している。 

注 2）一時滞在は現在情報収集の途中であるため、現段階で得られ

たデータのみ使用している。 
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在：現在調べられているところ

1

1

1

a
未
整
備
型

a

相島
笠戸島

b

c

通
所
介
護
施
設
・

診
療
所
整
備
型

施
設
充

実
型

長島

屋代島

短
期
入
所

療
養
介
護

養
護
老
人

ホ

ー
ム

認
知
症
共
同

生
活
介
護

診
療
所

病
院

サ
高
住

特
養

老
健

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

一
時
滞
在

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

通
所
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ

認
知
症
対
応
型

通
所
介
護

訪
問
介
護

訪
問
入
浴
介
護

訪
問
看
護

小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

短
期
入
所

生
活
介
護

彦島

*山口大学工学部感性デザイン工学科 学部生 

** 山口大学大学院創成科学研究科 助教・博士（工学） 

*** 山口大学大学院創成科学研究科 教授・工博 
**** 山口大学大学院創成科学研究科 講師・博士（工学） 
***** 筑波大学システム情報系 准教授・博士（工学） 

* Undergraduate, Dep. of KANSEI Design Eng., Faculty of Eng., Yamaguchi Univ. 
** Assistant Prof., Graduate School of Sciences and Tec. for Innovation, Yamaguchi Univ., Dr. Eng. 
*** Prof., Graduate School of Sciences and Tec. for Innovation, Yamaguchi Univ., Dr. Eng. 
**** Lecturer, Graduate School of Sciences and Tec. for Innovation, Yamaguchi Univ. 

***** Associate Prof., Faculty of Eng., Info. and Systems, University of Tsukuba., Dr. Eng. 

 604


